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本ワーキンググループでの技術・人材ロードマップの策定において留意すべき事項 
 

東京工業大学大学院イノベーションマネジメント研究科 梶川裕矢 
 
１．国際的な視点に基づくロードマッピング 
技術・人材ロードマップの策定にあたっては、学術的注目度を出発点に構成するのでは

なく、社会的課題を出発点とすべきであるものの、当該分野における国際的な研究開発の

動向、叡知の営みとしての学術に対する国際的な貢献、産業界における動向や事業展開戦

略に留意しながらロードマップを策定すべきである。 
 
２．手段の正当化でなく、目標の提示 

社会的課題を出発点とするのであれば、策定されるロードマップの項目は、「△△炉の開

発」や「××の実施」といった「手段」ならびにそれらへの公的投資の正当化や政策的実

現を志向するのではなく、社会的課題に対する認識に基づいた研究開発目標を提示するこ

とですることで、原子力の自主的・継続的な安全性向上という政策目標の実現を図るべき

である。ロードマップの成功例としてとしてしばしば言及される国際半導体技術ロードマ

ップ(ITRS)では、技術的な難易度に応じて、技術ロードマップ上に「白」（既存技術の延長

上で実現可能であるもの）、「黄色」（産業技術としての解決策は知られているが現在最適化

の途上にあるもの）、「赤色」（産業技術として有効な解決手法が知られていないもの）とい

う色分けが成されている。ITRS は目標を明示化することで、技術開発・研究開発投資の誘

因として機能し、結果として、ITRS が提示した数値目標が前倒で実現出来ている。 
 
３．原子炉の導入主体のコミットメントまたはロードマップの策定主体の明確化 

策定したロードマップを形式的なものに留まらせるのではなく、実質的に機能させるた

めには、導入主体として想定される企業や、地方政府や各国政府のコミットメント、開発

主体となる企業や大学、公的研究機関や規制官庁といった適切なステークホルダーの参加

が有効である。ITRS では、目標値を達成した装置をインテルが調達することにより、ロー

ドマップが現実性のあるものとして機能した。技術ロードマップの策定にあたってはこの

ような導入主体のコミットメントがあることが望ましい。少なくともロードマップの策定

主体が明確化されるべきであり、安全性に関する信頼性の高い学術的知見の活用や、ロー

ドマッピングの過程における適切なステークホルダーの関与が必要である。 
 
以上を技術・人材ロードマップの策定に対する意見ではなく、本ワーキンググループの

構成員ならびに事務局への要望として提出する。当然のことながら私も一構成員として上

記の実現に向けて努力する所存である。ご検討下さい。 
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<出典： The International Technology Roadmap for Semiconductors: 2006 Update, 
Lithography, p5> 

 


